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問題１ a < bとする。確率変数Xの確率密度関数が、

f(x) =




1

b− a
a < x < b

0 その他

であるとき、Xの特性関数を求めよ。

問題 2 0 < p < 1とする。確率変数Xnの特性関数が

ϕ(t) = {1 − p+ peit}n (n = 1, 2, · · · )

であるとする。

(1) E(Xn), Var(Xn)を求めよ。

(2) n→ ∞とするとき、 1
n
Xnは、pに確率収束することを示せ。

定義（正規分布）確率変数Xの確率密度関数が，

f(x;µ, σ2) =
1√

2πσ2
exp{− 1

2σ2
(x− µ)2}

で与えられるとき，Xは平均 µ, 分散 σ2の正規分布に従うといい，X ∼ N(µ, σ2)と
表す。

定理（正規分布の特性関数）X ∼ N(µ, σ2)のとき、Xの特性関数は、

ψ(t;µ, σ2) = eiµt exp(−σ
2t2

2
)

＊必要ならば、以下の問題で、この定理を用いてよい。

問題 3 Xと Y は独立で、X ∼ N(1, 2), Y ∼ N(2, 1)とする。　

(1) Z = X − Y の特性関数を求めよ。

(2) Zの確率分布を示せ。

問題 4 Xと Y は独立で、X ∼ N(µ, 1) , Y ∼ N(2µ, 4)とする。

(1) ２次元確率変数 (X, Y )の確率密度関数を求めよ。

(2) 帰無仮説H0 : µ = 0, 対立仮説H1 : µ = µ1 (ただし µ1 > 0) の (X, Y )の実現値
(x, y)に基づく有意水準 αの最強力検定の棄却域は、{(x, y)|ax + y ≥ b} の形
であることを示せ。このとき、aの値はいくらか。

(3) Z ∼ N(0, 1)とし、P(Z ≤ z) = 1− αとなる、zの値を、zαと表す。このとき、
(2)の bの値を、zαを用いて表せ。


